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す
ベ

て
の
人
ド
年
金
制
麗

拠
出
制
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

大
な
い
の
は
こ
じ
さ

の
週
間
だ
け

「
て
ま
え
ど
へ
も

ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
」

『
父
の
日

J

戸
米
国
|
六
月
十
九
日
」

自
轄
車
をを

長

最
近
自
転
車
の
盗
難
が
多
く
な

被
害
自
転
車
は
ほ
と
ん
ど
が
道

け
ず
に
置
い
て
い
た
も
の
で
す

キ
に
被
害
に
か
与
る
こ
と
が
多

く
道
端
な
ど
に
は
置
か
な
い
よ

お
く
場
合
は
必
子
カ
ギ
を
か
け

も
し
、
盗
難
に
か
L

っ
た
と
き

憲
一

、正一

「
作
品
」

益

田

一

一

…

年

一

の

一

目

一

ー
新
有
権
者
の
感
想
1

普
通
、
私
達
の
選
挙
に
対
す

る
態
度
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
が
ち
の
よ
う
に
思
い
ま
す

そ
れ
は
選
挙
日
迄
の
参
政
権

で
あ
っ
て
、
投
票
を
済
ま
せ
ば

あ
と
は
す
べ
て
当
選
考
ま
か
せ

と
い
う
態
度
で
す
e

あ
る
い
は
一
歩
進
ん
で
、
毎

日
政
治
に
注
意
を
払
っ
て
い
る

人
の
中
に
は
、
公
約
な
ど
全
く

無
視
さ
れ
て
い
る
現
状
を
知
っ

て
、
政
治
に
対
す
る
失
望
感
を

抱
く
と
い
う
人
も
あ
り
が
ち
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
陥
い
る

の
は
、
政
治
に
対
す
る
認
識
が

足
り
な
い
こ
と
や
、
「
民
主
政

治
」
に
必
要
な
忍
耐
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
の
外
に
、
自
ら
立

派
な
政
治
家
を
選
ぶ
に
必
要
な
一

回キれ

0

0

0

0

 

こ
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

年
金
と
保
険
料
の
額
に
つ
い

は
将
来
経
済
情
勢
の
変
化
に

っ
て
.
そ
の
金
額
が
著
し
く

均
衡
に
な
っ
た
と
き
は
適
当

額
に
調
整
さ
れ
る
よ
う
、
は

き
り
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ほ
か
、
他
の
公
的
年
金
と
の

趨
算
の
措
置
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
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と
ら
れ

い

よ

う

に

浜

警

部

派

出

所

っ
て
お
り
ま
す
。

端
や
軒
下
に
、
カ
ギ
を
か

。
ち
ょ
っ
と
の
油
断
や
ス

い
の
で
す
か
ら
、
な
る
べ

う
に
し
ま
し
ょ
う
@

る
こ
と
で
す
。

は
早
く
届
け
出
て
下
さ
い

候
補
者
の
判
断
を
誤
っ
た
と
い

う
重
要
な
原
因
が
ゆ
め
っ
た
為
と

い
う
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
L
で
私
は
「
青
年
の
目
」
と

い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

即
ち
、
民
主
政
治
の
基
礎
た

る
選
挙
権
行
使
に
当
っ
て
、
や

た
ら
な
宣
伝
運
動
に
迷
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
立
候
補
者
の
人

格
と
識
意
を
見
ぬ
く
「
育
年
の

目
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
選
挙
を
す
る
こ
と

は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
。そ

う
で
な
い
と
、
民
主
々
議

と
い
う
立
派
な
考
え
方
が
、
私

達
の
権
利
を
守
り
、
安
全
を
保

障
す
る
の
で
は
な
く
、
議
員
や

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
資
本
家
の
利

園
民
年
金
と
住
民
登
録

国
民
年
金
法
に
基
づ
く
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
で
あ

る
こ
と
の
基
本
的
要
件
は
、
日
本
国
民
で
あ
る
と
L
も

に
、
、
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
事
実
を
証
明
す
る
も
の
は
、
住
民
登
録
法
に
よ
る

住
民
票
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
福
祉
年
金
の
裁
定
請
求
あ

る
い
は
、
往
民
変
更
居
、
支
払
い
郵
便
局
変
更
届
等
の

場
合
は
、
総
べ
て
住
民
票
の
抄
本
を
添
付
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
最
近
食
糧
事
情
の
好
転
に
よ
り
、
転
入

、
転
出
等
の
届
出
を
行
な
わ
ず
、
そ
の
ま
、
放
置
し
て

い
る
方
も
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
れ
が
た
め
、
現
在
の
住
所
地
の
市
役
所
又
は
町
村

役
場
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
な
い
た
め
に
、
年
金
の
受

給
資
格
条
件
を
充
た
し
て
い
な
が
ら
未
だ
年
金
を
受
け

て
い
な
い
と
い
う
事
例
も
発
生
し
て
い
る
状
態
で
す
。

本
年
十
月
一
日
よ
り
全
国
一
斉
に
開
始
さ
れ
る
拠
出

制
年
金
は
、
全
国
対
象
者
の
巾
が
広
い
関
係
上
特
に
住

民
票
の
整
備
が
必
要
と
な
与
ま
す
の
で
、
来
届
け
の
ま

L
町
外
に
転
出
し
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
町
外
よ
り
転

入
し
た
方
は
、
住
所
変
更
の
届
出
を
行
い
世
帯
構
成
の

実
状
と
住
民
票
と
が
一
致
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

折
角
の
年
金
制
度
か
ら
洩
れ
た
り
、
あ
る
い
は
転
出

不
在
者
に
保
険
料
が
掛
け
ら
れ
る
こ
と
等
の
な
い
よ
う

お
宝
い
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

福祉年金制度の発促により、既に第二回目の年金を受領された

お年寄りの方は、なにかと楽しし・思いをされていること i存じ

ま

す

。

一

は

最

低

一

O
年
で
よ
い
)
以
上

で
す
か
ら
、
さ
き
に
説
明
し
一
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
対
し

戸

一

ま

し

た

よ

う

に

他

の

公

訴

一

年

金

一

て

そ

の

納

付

期

間

に

応

じ

て

六

一
国
民
年
金
法
が
施
行
さ
れ
、
昨
年
十
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
一
一
な
る
二

O
才
か
ら
五

C
才
ま
で
一
に
入
っ
て
い
な
い
二

O
才
以
上
一

一

一

一

一

十

五

才

か

ら

年

二

万

四

千

円

か

一
福
祉
年
金
の
受
給
権
者
も
、
そ
の
殆
ん
ど
が
年
金
の
支
払
い
二
の
方
で
、
す
で
に
厚
生
年
金
と
一
の
全
国
民
は
三
十
六
年
四
月
二

二

、

一

一

ら

四

万

二

千

円

が

支

給

さ

れ

ま

一
を
受
け
て
い
ま
寸
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
拠
出
制
年
金
に
つ
二
か
恩
給
、
共
済
組
合
に
加
入
し
一
日
か
ら
国
民
年
金
手
帳
の
交
付
一
-

一
い
て
制
度
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
二
て
い
る
人
達
や
、
す
で
に
年
金
一
を
受
け
、
こ
れ
に
印
臨
酬
を
は
っ
一
プ

一

一

一

障

害

年

金

は

}

定

の

期

間

(

J

幻
引
i
j〉
i
l
一
な
っ
て
い
く
立
制
度
は
従
来
一
を
も
ら
え
る
人
達
を
除
小
清
一
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
法

f
最
低
一
一
一
ヶ
年
)
保
険
料
を
納
付

-斉唱

E
F

一
我
が
国
に
お
し
て
悶
サ
ラ
リ
ー
一
寸
ペ
て
加
入
し
な
け
れ
は
7
ら
一
と
ら
れ
ま
す
。
一
し
た
人
が
片
腕
ま
た
は
片
足
を

j
一

日

か

ら

一

区

間

社

叫

昨

日

伯

尚

一

語

訪

れ

た

公

的

年

金

一

生

駐

日

税

法

心

一

琵

四

日

1
U
M
附

刊

誌

{
t
j〉
h

一
な
ど
-
部
の
も
の
に
あ
る
に
過
↑
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
の
妻
↑
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
一

乙
の
制
度
は
若
く
て
佑
け
る
一
ぎ
工
通
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
一
あ
る
い
は
学
生
や
昭
和
三
十
六
一
こ
と
の
で
き
な
い
人
に
は
所
定
一
期
聞
に
応
じ
て
年
二
万
四
千
円

問
に
僅
か
の
保
険
料
を
出
し
あ
一
園
町
引
金
制
度
は
農
漁
民
、
商
一
年
四
月
一
日
に
お
い
て
五

O
才
一
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
保
険
料
一
同
日
明
万
二
千
円
が
支
給
さ
れ

っ
て
、
私
達
が
あ
る
一
定
の
老
一
工
業
、
自
由
職
業
の
も
の
な
ど
一
を
さ
え
る
人
は
本
人
の
任
意
加
一
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
一

t
で

令
に
達
L
た
む
き
か
、
思
わ
ぬ
一
全
国
民
を
対
象
に
し
て
年
金
制
一
入
の
制
度
を
と
っ
ぺ
い
ま
す
。
一
い
る
存
刊
す
。
一
腕
ド
おM
吋時附一時一一持一一削招一持咋一印…山埼清一

災
害
で
Z一
互
生
治
ら
な
い
怪
我
を
寸
度
を
適
用
し
よ
う
:
と
す

Zる
も

去

の

一

一

納

納

め

る

一

老

令

障

障

w

害
一
に
重
い
程
度
に
な
つ
た
と
品
き
同C
、
は
田

れ
誌
吋
い
討
ド
吋
ド
!
付

M詰ト
綜
賊
刊
弓
問
日
け
一
マ
で
け

γ;i
拠
警
出
制
年
金
は
昭
和
雪1三
三
一
悶
保
休
険
料
の
額
は
一
一
母
母
子
の
一
三
一

き
で
も
、
生
活
に
不
安
の
な
い
一
工
占
十1
六
年
四
月
一
日
か
ら
関
始
さ
一
次
に
納
め
る
保
険
料
は
年
金
一
こ
の
国
民
年
金
は
老
令
、
障
一

一

一

一

一

母

子

年

金

は

)

一

定

の

期

間

関

ょ
う
、
一
定
の
年
金
を
支
給
し
一
れ
ま
す
が
、
国
庫
か
ら
国
民
の
一
に
よ
っ
て
二
段
階
に
分
れ
て
お
一
害
、
母
子
の
三
本
立
か
ら
な
っ
一

で
国
民
の
生
活
を
保
障
し
よ
う
一
掛
金
の
宏
観
を
出
し
、
こ
れ
を
一
り
、
二

C
才
か
ら
三
十
四
才
ま
一
て
お
り
、
老
令
年
金
は
二
十
五
一
(
最
低
五
ヶ
年
)
保
険
料
を
納
が

一

一

一

l

一
付
し
た
人
が
夫
と
死
別
し
て
十

と
す
る
も
の
で
す
。
一
財
源
と
し
て
支
給
さ
れ
る
制
度
一
で
の
人
は
月
額
一
五

O
円
の
掛
一
年
(
こ
の
命
室
長
の
と
き
一
一
八
才
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い

の
よ
う
に
生
活
保
障
を
行
一
で
す
か
ら
日
本
国
民
で
対
象
と
一
金
を
か
け
る
こ
と
に
な
う
て
い
一
定
の
高
令
者
に
達
し
て
い
る
者
一

-

一

-

一

と

を

は

、

そ

の

納

付

し

た

期
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抱

一

商

業

統

計

調

査

一

け

将

司

の

御

協

力

を

お

畷

訂

作

お

時

措

刊

十

日

一

日

刊

日

目

ド

げ

日

肝

に

四

日

町

一

来

る

六

月

一

E
が
あ
り
ま
す
が
、
六
月
一
日
の
一
な
お
、
こ
の
調
査
は
指
定
統
干
る
事
業
所
を
訪
問
し
、
事
業
瓦
さ
れ
ま
す
。

実
一
を
期
し
て
商
業
統
一
調
査
目
前
後
に
知
事
の
任
命
し
一
計
と
し
て
個
人
の
秘
密
は
法
律
一
主
か
ら
事
業
所
の
名
称
、
所
在
一
な
お
こ
の
ほ
か
遺
児
年
金
は
不

一
計
調
査
が
行
な
わ
一
た
調
査
員
が
各
戸
を
訪
問
し
て
一
に
よ
っ
て
完
全
に
守
ら
れ
て
お
一
地
従
業
者
数
、
主
な
事
業
の
内
一
ハ
長
一
一
誠
一
四
時
吋
れ
は
刊

一
れ
ま
す
一
調
査
を
行
な
い
ま
す
か
ら
商
業
一
り
ま
す
か
ら
正
し
い
申
告
を
お
一
容
等
に
つ
い
て
質
問
し
記
入
す
一
て
メ
ま
た
は
母
の
保
険
料
を
納
る

月
千
こ
の
統
計
調
査
一
関
係
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
一
願
い
し
ま
す
。
一
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
一

tた
期
間
に
応
じ
て
年
七
千
守

主

諮

問

問

一

事

伊

丹

伊

清

明

す

河

湾

ど

て

い

ま

す

@

一

日

尚

一

締

結

昨

日

正

一

一

三

割

一

言

F

露
町
一
も
な
っ
て
い
る
調
査
一
灼
い
て
い
る
す
べ
て
の
事
業
所
一
事
業
所
と
は
工
場
、
鉱
山
、
一
に
使
用
す
る
ほ
か
、
事
業
所
名

わ
口
一
で
商
業
活
動
を
営
一
の
状
況
を
全
国
に
わ
た
っ
て
調
一
銀
行
、
事
務
所
、
商
庖
ー
な
ど
は
↑
薄
の
作
成
の
資
料
と
す
る
の
み

細
川
内
一
ん
で
い
る
す
べ
て
一
査
し
、

ζ

れ
に
も
と
づ
き
国
の
一
も
ち
ろ
ん
駅
発
電
所
、
変
電
一
で
、
他
の
利
用
に
は
供
し
な
い

一
一
一
位
一
の
事
業
所
の
状
況
一
産
業
構
成
の
あ
り
さ
ま
や
産
業
一
所
、
学
校
、
病
院
、
神
社
、
寺
一
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

割
問
一
を
知
る
た
め
に
行
一
活
動
の
増
減
を
明
ら
か
に
し
て
一
院
、
旅
館
、
料
理
庄
、
浴
場
、

h
J
4
な
う
も
の
で
あ
り
一
中
央
や
地
方
の
経
済
施
策
に
役
一
映
函
館
な
ど
を
い
L
ま
す
。

刊
明
川
一
こ
の
結
果
は
行
政
一
立
て
る
ほ
か
、
別
の
い
ろ
/
¥
一
こ
れ
ら
の
う
ち
農
業
、
林
業

〈
清
川
1

4

上
の
又
経
済
施
策
一
な
統
計
調
査
の
基
礎
資
料
に
す
一
狩
猟
業
、
漁
業
、
水
産
養
殖
業

の
資
料
と
し
て
、
重
要
で
あ
一
る
も
の
で
国
勢
調
査
と
与
も
に
一
を
専
業
と
し
て
い
る
も
の
と
、

ば
か
り
で
な
く
、
民
間
企
業
一
重
要
な
調
査
で
す
。
一
都
道
府
県
庁
市
町
村
役
場
等
の

と
っ
て
も
参
一
考
資
料
と
し
て
一
従
来
の
調
査
は
七
万
一
日
現
一
行
政
事
務
を
行
っ
て
い
る
も
の

彼
立
つ
な
ど
多
く
の
用
一
在
で
調
査
を
行
な
っ
て
き
ま
し
一
ま
た
営
業
場
所
が
な
い
も
の
等

っ
た
重
要
な
調
査
で
す
一
た
が
、
本
年
は
国
勢
調
査
が
行
一
は
調
査
の
範
囲
に
入
れ
な
い
ζ

ほ
約
三
万
の
卸
売
業
一
な
わ
れ
る
の
で
、
¥
一
ヶ
月
繰
り
一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

t

飯
食
業
な
ど
の
商
庖
一
上
げ
て
六
月
}
日
現
在
で
実
施
こ
の
調
査
の
方
法
は
知
事
よ

益
町
為
に
作
用
す
る
と
い
う
.
よ
一
議
合
政
利
払
凱
日
向
い
た
り
す
る

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
の
は
、
ま
だ
政
治
の
本
質
を
理

「
民
主
々
義
は
苦
し
い
も
の
一
解
せ
ず
に
、
現
実
に
負
け
て
し

だ
」
と
い
づ
こ
と
を
読
ん
だ
こ
で
ま
う
青
年
ら
し
か
ら
ぬ
弱
々
し

と
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
そ
う
一
ぎ
態
度
で
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。
一
選
挙
の
後
一
次
の
選
挙
迄
、
私

一
還
は
自
八
甘
遠
の
選
ん
だ
人
の
議

私
遼
は
、
生
涯
に
の
「
苦
し
一
会
に
お
け
る
発
言
と
行
動
に
十

さ
」
に
耐
え
可
ゆ
か
ね
ば
な
ら
一
分
注
意
す
ベ
ま
だ
と
思
い
ま
す

な

い

の

で

す

。

一

そ

れ

は

議

員

の

責

任

を

自

覚

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
苦
し
さ
一
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

」
は
私
達
の
生
活
を
不
安
な
く
一
イ
ギ
リ
ス
は
、
議
会
制
度
の

営
め
る
よ
う
に
す
る
「
喜
ば
し
一
古
く
か
ら
発
達
し
た
国
と
し
て

き
、
あ
る
い
は
望
ま
し
き
苦
し
一
有
名
で
す
が
、
私
は
次
の
よ
う

さ
」
な
の
で
す
。
一
な
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

今
、
よ
う
や
く
他
律
か
ら
自
一
ま
す
。

律
へ
移
っ
た
私
達
青
年
に
ふ
さ
一
自
分
の
選
ん
だ
議
員
が
、
公

わ
川
レ
き
試
練
と
い
え
る
で
し
ょ
一
約
を
守
ら
な
か
っ
た
時
に
、
選

う
a

一
挙
民
は
そ
の
公
約
不
履
行
議
員

進
ん
で
、
青
年
の
怠
気
と
情
一
の
家
に
、
ど
う
し
て
私
達
の
期

熱
で
政
治
の
知
識
を
確
実
に
し
一
待
を
ゲ
ら
ぎ
っ
た
の
か
と
抗
議

参
政
権
獲
得
の
差
額
を
認
識
す
一
に
行
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

る
と
い
う
、
国
民
最
千
人
の
義
務
十
と
の
積
極
的
行
動
は
や
は
り

に
発
揮
す
べ
き
で
す
。
一
人
々
が
自
分
遠
の
選
ん
だ
政
治

と
れ
が
私
の
い
う
「
青
年
の
一
家
に
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
か

目
」
を
養
う
と
と
な
の
で
す
。
一
ら
で
し
ょ
う
。

現
実
の
政
治
混
乱
を
見
て
失
一
こ
れ
が
選
挙
民
の
権
利
行
使

望
し
た
り
、
選
挙
違
反
を
見
て
一
に
対
す
る
責
任
で
あ
り
、
義
務

。主
U
官

n
v司
N
E
n
H
n
v
nリ
品
目
貰
U
V
A
M
E
M明
A
H
V

一

i
、

厚
生
省
の
国
民
健
康
調
査
に
一
の
で
、

L

よ
り
ま
す
と
、
日
本
人
は
一
年
一
額
は
医
療
費
の

間
に
平
均
二
回
は
病
気
に
か
t

二
な
っ
て
い
ま
す
。

り
、
二
十
五
日
間
病
気
の
状
態
一
い
ち
ば
ん
病
白

に
あ
る
そ
う
で
す
九
ま
た
九
日
一
け
て
い
る
階
層
は
、

前
後
勤
め
を
休
み
医
者
に
か
L

一
で
月
収
一
万
数
千
市

一
年
の
う
ち

二
度
病
気
に
ま
る

る
率
は
、
百
人
の
う
ち
四
ア
八
一
し
い
家
庭
ほ
ど
病
r

、
三
人
で
、
医
療
費
の
総
額
は
一
し
て
い
ま
す
。
農
山
村
で
は
、

一
年
間
で
一
一
一
千
五
百
億
円
に
の
士
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
貧
農
ほ

ぼ
り
、
保
険
が
な
い
場
合
の
一
一
ど
病
人
を
多
〈
出
し
て
い

人
当
り
の
支
出
は
四
千
円
で
す
一
う
で
す
。

が
、
保
険
が
普
及
し
て
い
ま
す
一

園民踊最11:年金-を受けている方へ

だ
と
い
え
る
で
じ
よ
う
。

民
主
政
治
の
歴
史
浅
い
我
が

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

積
限
的
態
度
を
一
示
す
の
は
、
青

年
に
与
え
ら
れ
た
義
務
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

又
私
達
は
、
現
在
日
本
で
頻

繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
選
挙
違

反
に
対
し
、
十
分
厳
し
く
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す

こ
れ
ほ
ど
選
挙
民
を
侮
っ
た

卑
劣
な
行
為
は
な
い
か
ら

と
れ
こ
そ
民
主
政
治
の

ます。

iUて、この福祉年金を今年の五月より来年四月までのーク年間

引き続いて、支給されるか否かは「所得状況屑」 (今回郵便局

の窓口にて渡された届書)を知事宛提出し、三十四年の所得状

況が審査された後決定されるものでありまずから、年金受給者

は必ず年金証書、所得状況届及び印鑑を町役場(出張所管内の

方は出張所)へ持参しょ至急手続きを取って下さい。
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六
月
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行
事
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歴
史

ム
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日
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水
)

一
三
日
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金
)

四
日
(
土
)

五
日
(
日
)

の
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同丁

ラジオ，テレビの

雑音を

とめるには

(毎月l回発行)
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表
彰
さ
れ
た

赤

ち

や

ん

一
月
生
宮
岡
佳
子
(
櫛
生
)

笹
田
奨
年
(
沖
浦
)
峯

田
ひ
さ
え
(
喜
多
灘
)

二
月
生
稲
垣
さ
ゆ
り
(
喜
多

灘
)
森
元
千
代
美
(
出

海
)
石
川
浩
(
長
浜
)

沢
井
正
(
長
浜
)

六
月
生

O
米
関
珠
美
(
長
浜
)

O
松
田
章
志
(
豊
茂
)

白
井
敏
範
(
繍
生
)

久
保
夢
乃
(
長
浜
)

東
千
恵
子
(
白
滝
)

須
藤
健
治
(
陶
海
)

七
月
生

八
月
生

ビ
に
絵
音
が
入
っ
て
お
困
り
の

時
に
は
き
っ
と
御
近
所
で
も
同

様
の
雑
音
が
入
っ
て
お
り
ま
ず

か
ら
お
宅
の
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

の
故
障
で
あ
る
と
思
わ
ず
に
次

の
雑
音
源
の
表
を
参
考
に
そ
の

原
因
を
調
べ
て
み
て
下
さ
い
。

。
雑
音
を
と
め
る
に
は

雑
音
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
雑

音
源
と
な
る
機
器
の
動
き
を
止

め
れ
ば
消
え
ま
す
が
、
動
い
て

い
て
も
そ
の
機
器
に
雑
音
防
止

器
を
取
り
付
け
れ
ば
な
く
な
り

ま
す
。従

っ
て
、
雑
音
の
防
止
に
は

原
因
と
な
る
機
器
の
所
有
者
の

理
解
と
協
カ
が
是
非
必
要
で
す

。
受
信
障
害
対
策
協
議
会
と
は

皆
様
方
に
「
き
L
よ
い
ラ
ジ

オ
」
「
み
や
す
い
テ
レ
ビ
」
を

楽
し
ん
で
い
た
ど
く
た
め
に
電

波
監
理
局
、
通
産
省
、
電
通
局

N
H
K
、
電
力
会
社
、
電
気
工

事
業
者
、
ヲ
ジ
オ
業
者
、
メ
ー

カ
ー
、
民
間
放
送
な
ど
各
種
の

団
体
が
受
信
障
害
対
策
箇
議
会

を
結
成
し
、
六
月
と
十
月
に
ラ

j
l
v
i
l
i
-
-
1
1
J
1
 

-

1

1

9

4

 

ム轟

九

月

生

西

川

敬

怠

(

長

浜

)

一

菊

岡

泰

年

(

豊

茂

)

藤
井
一
彦
(
出
海
)
永
一
③
未
熟
児
努
カ
賞

井
英
輔
(
豊
茂
)
一
上
回
ミ
ツ
コ
(
豊
茂
}
斉
藤

十
月
生
沢
弁
実
雄
ハ
櫛
生
)
一
恵
津
美
(
櫛
生
)

十
一
月
生
伊
藤
安
信
(
白
滝
)
一

表
彰
式
の
記
念
写
真

雑
音
の
で
る
よ
う
な

電
気
器
具
は
、

作
ら
な
い
こ
と
/

売
ら
な
い
こ
と
/

買
わ
な
い
こ
ル
日

一一

時間発 生回範

50-2∞m 

f夏里D
二二 十 十 十 七
十十 九一目目
五三 日日'""'~ 

(金火，tEEE 土._， '-' 

主さ ._， ~時計国歯ぺ横電気安
食 てめ 我大ユの量際衛 リ 浜波象

救 ク オ た て が化 ネ記記 赤生 ! 、 の 記
らグリ e 年国元主pス念念 十デ 浦 函日念会

食い l ン 号・で年盟コ日日 字 l 賀 舘 日
の ピ をは.承日 加条入に関の
日ツ立じ認本 入約港港

十の将健 れ が の そ五児赤結各もれか将
こコ来全皆ま 大 う 尚 の 日 努 ち 果 地 例 て る 来 毎

記と γ 多なさし秒Hち健表「カや、区年いとの年
をク数保んた保か康彰世者ん二で通ると母児

(望!の護が。 健 ら 優 式 界 を と 十 予 り こ を 子 輩
の Oん Jレ優育今 所六良を乙選二七選突の目保の
表団でに良成後 長名児行どび名名で施行的鍵鍵
彰はい参児にー ょののいも、のの行せ事との康
者保ま加が努層 り町赤まの去来健いらはし向を
)健すさ出め乳 表代ちし目る熟康まれ、て上祝

所。れ、ら児 彰表やた」五児優し町本行を福
長 まこれの さ者ん。に月育良た内年わはじ

五回三
月月 月
生生生

0000 東
大塚河友和鎌村寺
田木澄石田国待問

敏真治道裕子千
仁弘紀子代子(晴
~~---~白(
白出出長出豊滝長
湾海海浜海茂)浜
、ー，、句J 、_，、_，、_，、_，、凶，

障害状況

杉綾模様
太い横縞

横方向に黒、又は
白点が現われ、る.

横縞

主な障害発生機器

高周波ミ νン
高周波ワ T.Jレダー

プ

レ

f 

随時道路より50m位自動車
オ ー ト パ イ

子
ど
も
一
人
を

ニ
十
才
ま
で
育
て
る
に
は

最
低
七
十
万
闘
か
h

り
ま
す

M
q

と
れ
か
ら
は
、
家
族

計
画
を
た
て
L
少
な
い

子
供
を
り
っ
ぱ
に
育
て

ま
し
ょ
う
/
グ

家
族
計
商
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

い
ま
一
人
の
子
ど
も
を
生
ん

で
、
二
十
才
ま
で
育
て
あ
げ
る

の
に
、
何
-
つ
特
別
の
教
育
を

し
な
く
て
も
七
十
万
円
か
L
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

六
人
生
ん
だ
ら
四
百
二
十
万

円
、
ま
っ
た
〈
親
に
と
っ
て
は

大
変
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

タ~J より夜間

時間

点灯時

随時1分程度

随時30秒程度

堕里E全霊童
常時気象状態に
より変化寸る

発生

同ー変圧器配電下

同一変圧器配電下

同一変圧器配電下

間範

ネオ γ 点 滅 器

主危障害発生機器

ピ

ラ__r---、

そ
の
た
め
、
子
ど
も
が
多
く

仕
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
子
ど
も
の

教
禽
お
ど
に
あ
ま
り
か
志
っ
て

い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
を
生
ん
で
、
立
派
に

育
て
L
行
く
た
め
に
は
、
ま
ず

経
済
的
に
大
丈
夫
か
ど
う
か
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
母
親
の
体
を
大
切

に
す
る
と
と
も
考
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん

今
か
ら
ま
ず
母
親
の
健
康
と

家
庭
の
経
済
、
そ
の
ほ
か
く
ら

L
Z
条
件
と
に
ら
み
合
わ
せ
冗

家
族
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
c

そ
し
て
夫
婦
が
正
確
な
知
識

を
も
っ
た
う
え
で
、
お
互
い

K

協
カ
し
ま
し
ょ
う
。

同上

数時関連続

夕刻より夜間

上

同ー変圧器配電下

中心から41im以上に及l

ぷζ とがある 11分程度連続で間歓的

愛媛県受信障害対策協議会
雑 ま波ジ 妨んなしり時のの 雑

難音わすはオと害。不く、、テ音わ音
次つ νり ネは源 は O つ の こ の 菅 と た。、、こ電 愉な画ガレにたは

お表てン、 オ盤とこ、雑て大とセは呼し 日テろ波 快つ面 lピ耳し不
宅の.やテン光しれ 音き部もツ、ん達 に νが| なたが1にを遼愉
のと そ白 レ点灯てら をま分あトラでは /ピ、雑 ことチ¥限傾が快
ラおの動ピ滅電はの 発すはりの i/ いこ ¥をこ音 としラ雑をけ葵な
i/ り主主事は器気、雑 生。外ま故:;tまれ 増妨のと は た っ 音 注 、 し も
:;tでなな高なドラ普 す 部す陣、すを 加害よは あらいがし、興いの
やすもど周 ど Pジの る かがにテ。 ー しすう、 り、て入で味ラで
7: 0のが波でノレオ発 原 ら、よ V ロ てるに まこ見つい満 i/す
ν はあミ あ、で生因 入そるピ に い電ラ せん苦たる点オ/

刊
V
A
u
v
h
H
V
民
主
u
A
U
A
H
R
H
V
A
U
X
H
W
A
N
R
H
R
H
V
R
U
A
H
V
A
U
R

ジ

宏

、

テ

レ

ビ

の

雑

音

を

一

掃

料

引

.

す

る

運

動

を

実

施

す

る

ほ

か

、

-

内

J
ゆ

年

間

を

通

じ

て

皆

様

方

の

町

か

切

れ

-

ら

雑

音

を

な

く

す

る

た

め

、

雑

中

と

品

目

発

生

源

の

調

査

、

防

止

等

い

目

ぶて
及

ろ
y
k、
な

活

動

を

行

っ

て

お

り

し

に

ま

す

。

と

問

雑

音

に

つ

い

て

の

御

相

談

は

主

夜

こ
の
協
議
会
の
加
盟
団
体
に
遠

慮
な
く
お
申
し
出
下
さ
い
.

皆
様
方
も

こ
れ
か
ら
私
達
の
家
庭
も
ま

す

f
¥電
化
さ
れ
、
い
ろ

J
¥

の
電
気
製
品
を
使
う
こ
と
が
多

く
な
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
雑
音

発
生
の
チ
ャ
ン
ス
も
多
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

電
気
機
器
を
お
求
め
に
な
る

と
き
に
は
、
一
応
雑
音
が
発
生

す
る
か
ど
、
ヲ
か
を
た
し
か
め
る

と
L
も
に
、
お
宅
の
電
気
器
具

が
ラ
ジ
オ
や
テ
V
ピ
に
妨
害
を

与
え
な
い
か
ど
う
か
を
つ
ね
に

気
を
付
け
て
雑
音
の
な
い
放
送

を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

音色

|プーン音にi/アー
蛍 光 灯|音が混入

4卜電| 電気ドリル |ガー

言 動|桝エンジン|巳ニムロご
巻機| 電水ノミリカシ|ピユーシ
送 I 1占 |線路沿線特に不良個所
配|特別高圧 IYー |のある場合は3"，101im
電 I_ __ I _ _ _. _ _... Iお Lむね同ー変圧器配
線 | 高 低 圧 IQ:ヤ一、ガリガリ|電下

電 動 機 1.Yヤツジヤツ |同

ネオ Y)点滅器|ガリツ、ガPツ

高周波電気溶接機 |ガ一、グヤー

プツプツ、グヤー

i/ 
;ふ

冬期終日

即時間程度連続

同一変圧器配電下

上同

ゴタツ

タンガー充電器 プーン

ヒユル、ヒユル、
tノヤー

気電オ

長 賓 学 強 る ぐ守のな町と難戦
決多校風五 さり荒ぐ出しに争遠
町数に小月め ぬ 波 さ 身 て お に く
戦を御雨十 す か に め 六 身 も い 日
没お遺の四るれたす六命むた?育
者迎霧中日たたえる干王寺きるの
合え主で前め御なと柱棒、ま役
同し百.t交、遺が共のげ祖で以・1"' r慰て余長釆 奇麗らに笑ら国数降

建費慶 裕富 美明笑富治さ陸三徳浩一和宗慶と仁仁健康亀 F信 i霊第名浜よ棄を}、霊れの次大
明美 治 貴を彰月 代 也白唖 i祭五外高りかお家浮をた身の

浩 二7子治 弓夫 鶴美文量司り 子生恵一彰子雄司み美志一弘子 -=，/ -:ヲVヲ I~竺旦主竺竺竺主宝主主主

車交自主主臨時 V四 一 J 持ず繍!雪訊七君主眠時し22
養英俊善笑培 良 吉 昭 貞 月宮徳宇中山 富 渡 菊 菊 飛 西 池 大 制 久 西 国 大 熊幸 義 j裡忘て午と のー 御の 涙か し式

一室幸宰健二重二弥締 出の本田島島城永辺地地図田下場水田保本中西死猿男乎弘秋i午なじた易実雪22手FE
f f 本生霊前FFヒトミ大ノ琴ぷト取秀本亡 白 i hf雲臼23語22品

開員緊張競庁き修間一千滝…日灘五ノラコえ郎明庁競判長持駅間隔走

由清 l 了どの会 ま な を つ 航 か 島 行
美治呑徹! しし苦をすか加たとら地 な

4(  { I Vdτ，すからヲ 1 、、い勺 1 子美 i たてし実。つえとなの区 わ

V 中山林泉西徳日後間渡 者二山渡尚夫説永 水鈴 松松 賀玉
回:本田村山野藤本辺 本宮尾辺弁野田口 回木 弁回 警川l

f、鈴宝哉三徳神域金宮鎌大 富 キ 三 消佳道肥宣政
泉 34生知好国国ケ弁浦田森 死利猪美邦広計ミ春 代治初秀和和恒 市照藤一好重

白J 、出 櫛 つ?竜温 本 久熊縫{具勉見教コ則敬白吉源重夫重徳夫務大 出 櫛

求滝罪海太三生宅語講よ貴著庁亡コ長ー長二四長長長湾四長長長長二三二和四四海三長生二三
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数時間連続・上テレビ受信機
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'¥資 格 満18才-25才迄

2.初任給 6.400円食隼被服無料貸与

3採用試験大測市公会堂(試験期日未定)

4.予傑試験本試験の合絡をよくするた
め 7月上旬に町役場で予備
試験を行います気楽にお
受け下さい

陸海空

自衛官募集

6月1日から7月11日迄
滞久節
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